
                地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

  

 

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル あぐりキッズスクール２０１５の開催    ＪＡ名 広島北部 （広島県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

 平成 22年度からの取組みであり、ＪＡの次世代対策の一環として位置づけ、農

業の大切さ、食の安全・安心を子どもたちに伝え、体験学習により、子どもたち

がふるさとの農業に誇りをもち、豊かな心を育むことを念頭に開催しています。 

 

 

２ 概要  当ＪＡ管内の小学 4年生～6 年生（30名）を対象に、以下のカリキュラムを行

っています。 

 また、入組 1 年目の職員が年間行事として、以下のカリキュラムに一緒に参加

し、子どもたちと触れ合っております。 

 

・  5月   開校式、野菜の植え付け体験 

・  7月   野菜の収穫・夏野菜カレーの試食（女性部協力） 

・ 10月   収穫したサツマイモでクッキング 

・ 11月   地元直産市で収穫したサツマイモの販売体験・閉講式 

 

３ 成果 

（効果） 

 参加された小学生からは、「農業体験でいろいろな新しい発見ができた。」とい

った声や、保護者からは、「家ではできない販売体験もさせていただき貴重な経験

となった。」といった声が聞かれ、ＪＡならびに農業について知ってもらえる良い

機会となりました。 

 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 今後は、開校数や新たなカリキュラムも取り入れて、より多くの子どもたちや

保護者の方に農業やＪＡへの理解・関心を深めてもらいたいと思います。 

 

 

 


